






要約:ファロー四徴症(TOF)心内修復術後患児の運動能力を検討する目的で、呼気ガス分析

や血中カテコラミン値、乳酸値測定併用の運動負荷試験を 14 例(平均 16.0±3.0歳)に施行

し、以下の結果を得た。1)TOF 術後患者の半数に最高心拍数の低下を、93%に最大酸素摂取

量の低下をみた。2)嫌気性代謝閾値以後の運動能力は健常者より劣った。3)最高心拍数の

低下は交感神経反応や運動量不足以外の因子が考えられた。以上の原因に関しての検討が

今後必要である。 


